
１

○
会　
　

長　

丹
野
富
士
雄

○
副

会

長　

佐
藤　

晋
一

○
副

会

長　

岡
澤　
　

徹

○
事
務
局
長　

戸
枝　
　

章

○
幹　
　

事　

岩
渕　

勝
美

○
幹　
　

事　

山
岸　

治
美

○
幹　
　

事　

押
田　

五
郎

○
幹　
　

事　

箱
田　

修
一

○
幹　
　

事　

纐
纈　
　

朗

○
会
計
監
査　

穂
戸
田　

功

○
会
計
監
査　

小
林　
　

守

○
顧　
　

問　

北
條　

信
治

○
顧　
　

問　

庄
司　

隆
男

 

今
年
の
夢

　

今
年
の
干
支
は「
辰
」。

「
辰
巳
上
が
り
」、
何
や

ら
、
労
働
者
の
権
利
拡
充
と
会
員

増
大
へ
弾
み
が
つ
き
そ
う
。

●
退
職
者
会
の
会
員
倍
増

●
年
金
・
医
療
・
介
護
制
度
改
善

●
非
正
規
差
別
の
撤
廃

●
人
権
尊
重
、
全
て
の
差
別
撤
廃

●
東
京
清
掃
の
闘
い
前
進

●
脱
原
発
、
核
廃
絶
と
基
地
撤
去

●
改
憲
発
議
阻
止
・
岸
田
内
閣
退
陣

　
「
現
・
退
一
致
」
の
取
組
み
で
、

こ
れ
ら
の
課
題
を
実
現
さ
せ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２０２４年2023 年５月日比谷メーデー

明けまして
おめでとうございます

清　友 No.173
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
日
頃
よ
り
退
職
者

会
の
皆
さ
ん
に
は
、
東
京
清
掃
の

取
り
組
み
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を

頂
い
て
い
る
こ
と
に
心
よ
り
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。
年
頭
に
際
し
、

ひ
と
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
け

る
戦
闘
に
終
息
が
見
え
ぬ
ま
ま
、

イ
ス
ラ
エ
ル
と
イ
ス
ラ
ム
組
織
ハ

マ
ス
と
の
間
に
も
戦
闘
が
お
こ
り
、

連
日
多
く
の
一
般
人
が
犠
牲
と

な
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
子
ど
も

の
犠
牲
者
の
数
が
日
に
日
に
増
え

て
い
く
こ
と
に
憤
り
を
感
じ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
岸
田
政
権
は
、

安
保
三
文
書
を
閣
議
決
定
で
書
き

換
え
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
を
保
持

し
、
防
衛
費
も
増
大
す
る
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
被
爆
地
で
行
わ

れ
た
広
島
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
被
爆

者
や
そ
の
ご
家
族
の
期
待
を
裏
切

り
、
核
抑
止
の
必
要
性
を
主
張
し

ま
し
た
。「
核
に
よ
る
威
嚇
」と「
核

抑
止
」
そ
の
中
身
は
同
じ
な
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

東
京
清
掃
と
し
て
、
平
和
の
大

切
さ
を
次
世
代
へ
伝
え
て
い
く
こ

と
は
、
今
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な

い
重
要
な
使
命
と
感
じ
て
い
ま
す
。

「
平
和
を
願
う
気
持
ち
」
を
「
平
和

を
守
る
行
動
」
へ
と
つ
な
げ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
本
年
４
月
を
も
っ
て
、

区
移
管
以
降
よ
う
や
く
全
て
の
区
・

一
組
で
新
規
採
用
を
迎
え
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
東
京
清
掃
は
、
組
合
員

の
生
活
と
権
利
を
守
り
、
清
掃
事

業
の
再
直
営
化
の
取
り
組
み
、
裏

金
ま
み
れ
の
自
民
党
政
権
打
倒
に

向
け
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
退
職
者
会
の
皆
様
と

ご
家
族
に
と
っ
て
実
り
多
い
一
年

と
な
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
し
て
、

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

東
京
清
掃
労
働
組
合
退
職
者
会

　
　
　
　
　

会　

長　
　

丹 

野　

富
士
雄

　

会
員
な
ら
び
に
ご
家
族
の
皆
さ

ま
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

世
界
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
略
戦
争
に
続
い
て
、
昨
年

10
月
に
開
始
さ
れ
た
イ
ス
ラ
エ
ル

に
よ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
大
虐

殺
が
連
日
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
日

本
政
府
は
「
台
湾
有
事
」
を
理
由

に
し
て
西
南
諸
島
を
「
軍
事
基
地
」

化
し
、
侵
略
戦
争
が
可
能
な
軍
事

力
の
整
備
へ
向
け
て
、
47
兆
円
の

防
衛
費
増
額
等
を
計
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
、「
戦
争
す
る

国
」
へ
の
暴
走
を
許
す
か
否
か
、

今
年
は
重
要
な
節
目
の
年
に
な
る

と
み
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
安
倍
亜
流
の
岸
田
政
権

下
、安
倍
派
に
よ
る
派
閥
パ
ー
テ
ィ

収
入
の
議
員
へ
の
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク

が
発
覚
し
ま
し
た
。
岸
田
政
権
は

有
効
な
対
策
を
講
じ
ら
れ
ず
、
安

倍
政
治
の
崩
壊
が
始
ま
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
目
指
す
護
憲
・
民
主

主
義
の
前
進
へ
向
け
て
、
退
職
者

会
は
こ
れ
ま
で
も
、
国
会
前
集
会

や
諸
行
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て

き
ま
し
た
。
今
こ
そ
、
自
民
党
政

治
を
終
ら
せ
る
た
め
の
行
動
が
強

く
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

私
は
昨
年
、
病
い
の
た
め
に
、

春
の
小
金
井
公
園
お
花
見
以
降
の

諸
行
動
・
行
事
に
参
画
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
。
幸
い
癌
は
消
滅
し

て
き
ま
し
た
が
、
体
力
が
外
出
で

き
る
状
況
に
な
く
、
皆
様
に
は
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。

退
職
者
会
と
し
て
は
、
退
職
者
・

高
齢
者
の
課
題
を
は
じ
め
と
す
る

社
会
的
運
動
を
「
現
・
退
一
致
」

の
立
場
で
進
め
る
と
と
も
に
、
会

員
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
そ
く
し

た
行
事
を
取
組
み
ま
す
の
で
、
一

層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
皆
様
に
と
っ
て
も
よ

い
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
し

て
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。

東
京
清
掃
労
働
組
合

　
　

中
央
執
行
委
員
長　

多 

田　

修
一
郎

自
民
党
政
治
を
終
ら
せ
よ
う

　

退
職
者
運
動
の
強
化
を

平
和
の
大
切
さ
を
次
世
代
へ
伝
え

　

「
平
和
を
守
る
」

行
動
へ
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◆
開
催
日　

３
月
下
旬

◆
場　

所　

江
戸
期
に
娯
楽

　

の
場
と
し
て
設
置
さ
れ
た

　

花
見
名
所
『
飛
鳥
山
公
園
』

◆
コ
ー
ス　

10
時
頃
、
王
子

　

駅
集
合
、
飛
鳥
山
で
花
見

　

と
博
物
館
見
学
の
予
定

◆
打
上
げ　

王
子
駅
周
辺
で

　

ラ
ン
チ
宴
会
を
予
定

　
（
場
所
等
検
討
中
）

︿
開
催
日
﹀

　
　

４
月
下
旬
か
５
月
中
旬

︿
コ
ー
ス
﹀　

北
斎
美
術
館
〜

ど
「
お
楽
し
み
会
」
も
行
い
ま
す
。

●
日　

時　

２
月
13
日
（
火
）

●
場　

所　

浅
草
木
馬
館

●
公　

演　

劇
団
・
舞
姫

　

昼
の
部
（
12
時
〜
15
時
30
分
）

●
参
加
費　

１
０
０
０
円

※
留
意
点　

予
約
が
取
れ
な
い
こ

　

と
を
考
慮
し
、、２
月
22
日
（
金
）

　

を
予
備
日
に
設
定
。

　

東
京
都
慰
霊
堂
〜
相
撲
博
物
館

　

な
ど
を
め
ぐ
る
予

　

定
（
現
在
検
討
中
）

※
打
上
げ
は
「
ち
ゃ

　

ん
こ
」
と
い
き
た

　

い
と
こ
ろ
で
す
が
、　　
　
　
　

　

問
題
は
会
費
が
高
く
な
っ
て
し

　

ま
う
こ
と
、
思
案
中
で
す
。

︿
開
催
日
﹀　

６
月
14
日
（
金
）

　
　
　
　
　

10
時
15
分
開
会

︿
会　

場
﹀　

清
掃
会
館
地
下
ホ
ー
ル

︿
出　

欠
﹀　

５
月
に
案
内
送
付

︿
懇
親
会
﹀　

今
年
は
や
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
会
費
千
円
程
度
）

※
観
劇
後
、
近
く
の
居
酒
屋
で
交

　

流
会
（「
打
上
げ
代
」
は
会
費
と

　

別
途
・
自
己
負
担
）

▼
日　

時　

３
月
11
日
（
月
）　　

　
　
　
　
　

13
時
15
分
開
始

▼
会　

場　

清
掃
会
館
地
下
ホ
ー
ル

▼
テ
ー
マ　

頻
尿
と
生
活
習
慣
病
、

　

健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
に

▼
講　

師 　

平
野
敏
夫
さ
ん

　
　
　
　
　
（
東
京
清
掃
顧
問
医
）

▼
交
流
会　

15
時
頃
か
ら

　
　
　
　
　

会
費
５
０
０
円

へ
移
し
ま
し
た
。
例

年
好
評
の
長
寿
・
喜

寿
お
祝
い
や
、
開
運

ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
な

　

今
年
の
前
半
（
６
月
ま
で
）
の

主
な
行
事
は
６
つ
で
す
。

　

１
月
27
日
の
「
新
春
の
集
い
」

と
２
月
13
日
の
「
演
劇
鑑
賞
会
」

は
参
加
者
募
集
中
で
す
。

　
「
演
劇
鑑
賞
会
」
は
、
従
来
行
っ

て
い
た
「
落
語
鑑
賞
」
が
『
国
立

演
芸
場
』
の
建
替
え
で
行
え
な
く

な
っ
た
た
め
、
趣
向
を
新
た
に
開

催
す
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。

　

３
月
11
日
の
「
学
習
交
流
会
」、

６
月
14
日
の
「
第
16
回
定
期
総
会
」

は
、
コ
ロ
ナ
に
よ
り
４
年
間
途
絶

え
て
い
た
「
懇
親
会
」
付
き
で
す
。

大
い
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

■
日　

時　

１
月
27
日
（
土
）

　
　
　
　
　

11
時
45
分
開
始

■
会　

場　

飯
田
橋
「
楼
蘭
」

■
会　

費　

２
５
０
０
円

　

会
場
を
久
し
ぶ
り
に
「
楼
蘭
」

２
月
13
日
�
観
劇
会
開
催

１
月
27
日
�
新
春
の
集
い

３
月
11
日
�
学
習
交
流
会

３
月
下
旬
�
お
花
見
の
会

フ
�
�
ル
ド
ワ
�
ク

第
16
回
定
期
総
会
は
６
・
14

　今年も、皆さまの近況をまとめた『会員
の近況２０２４』を発行します。日常ので
きごとや健康、趣味、現在関わっている運
動、社会に関すること、今考えていること
や興味をお持ちのことなど、何でも結構で
す。また、詩歌や写真など得意な文芸もの
もお寄せいただきたいと思います。

今年も「近況報告」発行

　締切は２月９日、『報告集』発
行は３月初めです。みなさんの
投稿をお待ちしています。

１
・
27
﹁
新
春
の
集
い
﹂

２
・
13
﹁
演
劇
鑑
賞
会
﹂

３
・
11
﹁
学
習
交
流
会
﹂

３
月
下
旬
﹁
お
花
見
ウ
�
�
ク
﹂

参加者
募集中

２月に
参加募集
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に
「
420
万
円
以
上
」「
520
万
円
以
上
」

「
620
万
円
以
上
」「
720
万
円
以
上
」

の
新
区
分
４
段
階
を
上
乗
せ
し
て

計
13
段
階
と
す
る
。

(2)
住
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
の
低

所
得
者
（
第
１
段
階
〜
第
３
段
階
）

の
負
担
率
を
引
き
下
げ
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
保
険
料
段
階
で

の
応
能
負
担
が
強
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
と
お
り
決
ま
れ
ば
、
４
月

か
ら
約
145
万
人
の
方
が
保
険
料
引

上
げ
に
な
り
ま
す
。
会
員
の
中
に

も
影
響
を
受
け
る
方
が
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
保
険
料
は
市
町
村
ご

と
に
異
な
り
ま
す
の
で
、
市
町
村

の
動
き
を
注
視
し
て
く
だ
さ
い
。

　

一
方
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

の
負
担
率
は
、「
原
則
＝
１
割
、
年

間
合
計
所
得
280
万
〜
340
万
円
未
満

＝
２
割
、
年
間
合
計
所
得
340
万
円

以
上
＝
３
割
」
で
す
。
厚
労
省
は
、

「
２
割
枠
拡
大
」
の
方
向
で
検
討
し

て
い
ま
し
た
が
、
見
送
り
と
し
、

次
回
３
年
後
の
制
度
見
直
し
の
中

で
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
料
は
、
65
歳
以
上
の

高
齢
者
（
第
１
号
被
保
険
者
）
と

40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
現
役
世
代

（
第
２
号
被
保
険
者
）
が
納
付
対

象
で
す
。
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の

保
険
料
は
、
国
が
示
す
「
基
準
」

を
参
考
に
市
町
村
が
決
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
「
基

準
」
は
所
得
に
応
じ
た
９
段
階
で
、

最
も
高
い
区
分
は
年
間
合
計
所
得

「
320
万
円
以
上
」
で
す
。

　

介
護
保
険
制
度
は
３
年
ご
と
に

見
直
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
役
世
代
が
減
少
し
高
齢
者
が

増
加
す
る
中
で
、
介
護
保
険
制
度

維
持
の
た
め
に
は
高
齢
世
代
の
負

担
増
が
必
要
だ
と
し
て
、
65
歳
以

上
の
高
齢
者
の
保
険
料
負
担
増
と
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
負
担
率

引
上
げ
を
検
討
し
て
き
た
厚
労
省

は
、
12
月
22
日
に
開
か
れ
た
『
社

会
保
障
審
議
会
介
護
保
険
部
会
』

に
、
次
の
改
訂
案
を
示
し
ま
し
た
。

(1)
年
間
合
計
所
得
が
４
２
０
万
円

以
上
の
所
得
者
の
保
険
料
負
担
率

引
き
上
げ
…
現
在
最
も
高
い
区
分

の
年
間
合
計
所
得
「
320
万
円
以
上
」
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保
険
料
の
応
能
負
担
強
化

４
月
か
ら
145
万
人
の
保
険
料
増

利
用
料
の
負
担
増
見
送
り

〜新区分〜
引上げ対象

引下げ対象

介
護
保
険
料
、
所
得
４
２
０
万
円
以
上
は
引
上
げ
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イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
パ
レ
ス
チ

ナ
・
ガ
ザ
虐
殺
開
始
か
ら
３
ヶ

月
、
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
死
亡
者
は

２
万
２
千
人
を
超
え
ま
し
た
。『
戦

時
国
際
法
』
違
反
の
イ
ス
ラ
エ
ル

は
、
た
だ
ち
に
戦
争
を
停
止
す
べ

き
で
す
。
12
月
に
こ
の
問
題
に
触

れ
た
二
つ
の
講
演
に
接
し
ま
し
た
。

　

一
つ
は
、『
壊
憲
Ｎ
Ｏ
！
96
条
改

悪
反
対
連
絡
会
議
』
が
12
月
12
日

に
開
催
し
た
『
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ

る
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
へ
の
ジ
ェ

ノ
サ
イ
ド
を
許
す
な
！
緊
急
集
会
』

の
加
藤
晋
介
弁
護
士
『
パ
レ
ス
チ

ナ
・
ガ
ザ
地
区
の
歴
史
的
過
程
と

現
状
』、
も
う
一
つ
は
、
旧
総
評
提

携
文
化
人
団
体
を
継
承
す
る
『
市

民
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
が
16
日
に

行
っ
た
講
演
会
『
国
際
紛
争
と
市

民
』、
中
東
政
治
が
専
門
の
千
葉
大

教
授
酒
井
啓
子
さ
ん
の
講
演
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
講
演
の
核
心
と
思

わ
れ
る
部
分
を
報
告
し
ま
す
。

　

加
藤
晋
介
さ
ん
の
講
演
は
、
兄

弟
宗
教
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
・
イ

ス
ラ
ム
教
の
関
係
、
先
進
社
会
イ

ス
ラ
ム
教
圏
と
後
進
社
会
キ
リ
ス

ト
教
圏
を
逆
転
さ
せ
た
産
業
革
命

と
市
民
革
命
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
解

体
と
植
民
地
化
、
２
千
年
に
亘
る

ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
、
近
代
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
と
シ
オ
ニ
ズ
ム
（
母
な
る

カ
ナ
ン
に
わ
が
祖
国
を
）、
ナ
チ
ス

に
よ
る
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
が
西
欧
社

会
に
与
え
た
衝
撃
な
ど
を
背
景
に
、

イ
ス
ラ
エ
ル
が
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の

イ
ス
ラ
エ
ル
は
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
で
の

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
や
め
即
時
停
戦
し
ろ
！

酒井啓子千葉大教授

イスラエルによるパレスチナ・ガ
ザへのジェノサイドを許すな！

12.12 労働者・人民緊急集会加藤晋介弁護士

土
地
を
収
奪
し
建
設
し
た
経
緯
に

ふ
れ
、
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
は
ユ
ダ

ヤ
と
ア
ラ
ブ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

同
士
の
激
突
で
あ
り
、
双
方
と
も
、

相
手
が
消
え
去
る
ま
で
闘
い
続
け

る
構
造
な
の
で
解
決
は
簡
単
で
は

な
い
と
説
明
。「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

は
本
当
に
恐
ろ
し
い
」
と
い
う
講

師
の
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。

　

酒
井
啓
子
さ
ん
の
講
演
は
、
47

戦
争
、
イ
ン
テ
ィ
フ
ァ
ー
ダ
（
民

衆
蜂
起
）
か
ら
現
在
ま
で
の
情
勢

を
説
明
。
イ
ス
ラ
エ
ル
は
抵
抗
の

強
い
ガ
ザ
地
区
の
占
領
を
あ
き
ら

め
、
完
全
包
囲
に
よ
り
追
詰
め
る

戦
略
、ガ
ザ
は「
天
井
の
な
い
牢
獄
」

状
態
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
目
的
は
ハ

マ
ス
の
殲
滅
、
ガ
ザ
を
完
全
支
配

す
れ
ば
、
パ
レ
ス
チ
ナ
全
土
は
イ

ス
ラ
エ
ル
の
も
の
に
な
る
。
既
に

別
図
の
よ
う
に
、
パ
レ
ス
チ
ナ
人

の
土
地
は
ほ
と
ん
ん
ど
な
い
。

　

ハ
マ
ス
は
消
去
法
的
に
「
イ
ス

ラ
エ
ル
か
ら
守
っ
て
く
れ
る
」
存

在
と
し
て
支
持
さ
れ
て
お
り
、
ハ

マ
ス
が
解
体
さ
れ
て
も
ハ
マ
ス
に

替
わ
る
運
動
体
が
で
き
る
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
極
右
は
「
旧
約
聖

書
に
則
っ
た
ナ
イ
ル
か
ら
ユ
ー
フ

ラ
テ
ス
ま
で
支
配
」の
野
望
を
も
っ

て
い
る
。
今
回
の
紛
争
で
心
配
な

の
は
、
反
ユ
ダ
ヤ
、
反
イ
ス
ラ
ム

を
契
機
に
し
た
世
界
の
非
リ
ベ
ラ

ル
化
だ
、
世
界
の
状
況
を
悪
化
さ

せ
な
い
取
組
み
が
大
事
に
な
る
。

年
の
『
国
連

分
割
案
（
ユ

ダ
ヤ
人
と
ア

ラ
ブ
人
地
域

住
み
分
け
）』

以
降
の
中
東

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
元
凶

世
界
の
非
リ
ベ
ラ
ル
化
警
戒
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パ
レ
ス
チ
ナ
に
平
和
を
!!
改
憲
発
議

を
許
す
な
!!
武
器
輸
出
解
禁
反
対
!!

　
「
Ｊ
Ａ
Ｌ
赤
坂
社
長
は
機
内
誌
に

『
正
月
の
行
事
を
あ
た
り
ま
え
に
よ

う
に
こ
な
す
』
と
書
い
て
い
る
が
、

大
晦
日
の
12
月
31
日
に
解
雇
さ
れ

た
私
た
ち
は
13
年
間
穏
や
か
な
正

月
を
迎
え
た
こ
と
な
ど
な
い
」
…

被
解
雇
当
該
が
決
意
表
明
の
冒
頭

で
語
っ
た
言
葉
は
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
が
人

間
性
を
無
視
し
て
解
雇
し
た
異
常

さ
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
Ｌ
解
雇
の
不
当
性
は
、
削

減
計
画
を
735
名
も
超
過
し
た
、
所

謂
「
血
の
入
換
え
」
を
狙
っ
た
も

の
で
あ
り
、
労
組
員
165
名
の
解
雇

は
「
モ
ノ
を
言
う
労
働
者
切
り
」

だ
っ
た
こ
と
、
国
会
議
員
要
請
で

自
民
党
石
破
議
員
は
「
こ
れ
は
組

合
潰
し
の
不
当
労
働
行
為
、
国
際

労
働
基
準
に
反
し
て
い
る
」
と
指

摘
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
１
年

後
の
業
績
回
復
以
降
、
パ
イ
ロ
ッ

ト
630
名
、
客
室
乗
務
員
７
千
人
近

く
を
採
用
し
た
の
に
、
被
解
雇
者

を
１
人
も
雇
用
し
て
い
な
い
こ
と
、

４
回
も
出
さ
れ
た
「
整
理
解
雇
し

た
人
の
優
先
的
再
雇
用
」
を
求
め

る
Ｉ
Ｌ
Ｏ
『
日
本
航
空
整
理
解
雇

問
題
に
関
す
る
勧
告
』
を
無
視
し

続
け
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

寒
風
吹
く
12
月
22
日
、
解
雇
争

議
解
決
を
求
め
て
天
王
洲
ア
イ
ル

の
Ｊ
Ａ
Ｌ
本
社
大
包
囲
行
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
全
国
で
支
援
の
輪

が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ
、
争
議
当
該
は
「
解
決
す

る
ま
で
闘
い
抜
く
」
決
意
を
示
し

ま
し
た
。
東
京
清
掃
か
ら
も
多
く

の
仲
間
が
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

　

23
年
最
後
の
19
日
行
動
が
、
12

月
19
日
、
国
会
議
員
会
館
前
で
開

か
れ
、「
パ
レ
ス
チ
ナ
に
平
和
を
」

「
軍
拡
・
武
器
輸
出
解
禁
反
対
」

「
パ
ー
テ
ィ
ー
券
裏
金
問
題
徹
底
究

明
」
な
ど
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

ガ
ザ
の
戦
い
は
市
民
と
人
間
性

　

そ
の
も
の
に
対
す
る
戦
争
だ
！

　

ガ
ザ
出
身
の
女
性
は
「
10
・
７

以
降
２
万
人
近
い
人
が
殺
さ
れ
た
。

国
際
社
会
は
た
だ
祈
る
だ
け
、
誰

が
止
め
て
く
れ
る
の
か
。
全
て
の

パ
レ
ス
チ
ナ
人
を
殺
せ
ば
終
る
の

か
。
こ
れ
は
ハ
マ
ス
と
イ
ス
ラ
エ

ル
の
戦
い
で
は
な
い
。
市
民
と
人

間
性
そ
の
も
の
に
対
す
る
戦
争
だ
」

と
悲
痛
な
叫
び
を
上
げ
ま
し
た
。

　

改
憲
案
起
草
機
関
設
置
を

　

許
さ
ず
、
改
憲
発
議
阻
止
を
！

　
『
改
憲
問
題
対
策
法
律
家
６
団
体

連
絡
会
』
大
江
京
子
弁
護
士
は
「
憲

法
審
査
会
で
自
民
党
は
『
緊
急
事

態
時
の
国
会
議
員
任
期
延
長
等
の

改
憲
条
文
案
作
成
の
た
め
、
起
草

機
関
設
置
』
を
提
案
し
、
公
明
と

維
新
は
『
賛
成
派
だ
け
で
改
憲
発

議
を
』
と
発
言
し
て
い
る
。『
起
草

機
関
』
が
設
置
さ
れ
れ
ば
、
改
憲

の
国
会
議
員
任
期
延
長
は
参
院
に

『
緊
急
集
会
』
の
規
定
が
あ
る
の
で

不
要
。
国
民
が
望
ま
な
い
改
憲
を

許
す
な
」
と
批
判
し
ま
し
た
。

　

殺
傷
武
器
輸
出
解
禁
反
対
！

　

「
死
の
商
人
国
家
」
に
す
る
な
！

　
『
宗
教
者
ネ
ッ
ト
』
の
妙
法
寺
武

田
隆
雄
さ
ん
は
「
政
府
は
12
月
22

日
に
殺
傷
武
器
輸
出
大
幅
緩
和
の

閣
議
決
定
を
行
う
。
欧
州
で
は
イ

ス
ラ
エ
ル
へ
の
武
器
供
与
反
対
の

行
動
が
起
き
て
い
る
。
死
の
商
人

国
家
に
す
る
な
」
と
訴
え
ま
し
た
。

連帯挨拶をする東京清掃
中央支部高野飛鳥さん

の
条
文
案
が

つ
く
ら
れ
る
。

緊
急
事
態
時

Ｊ
Ａ
Ｌ
は
解
雇
争
議
を
解
決
し
ろ
！

Ｊ
Ａ
Ｌ
解
雇
は
不
当
！

支
援
の
輪
を
拡
げ
よ
う


